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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年5月24日(2012.5.24)

【公開番号】特開2011-172760(P2011-172760A)
【公開日】平成23年9月8日(2011.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2011-036
【出願番号】特願2010-39396(P2010-39396)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月30日(2012.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　所定の初期設定を実行した後、不揮発性メモリの記憶内容に基づき遊技機における遊技
制御を実行する制御用ＣＰＵが内蔵された遊技制御用マイクロコンピュータと、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータに内蔵又は外付けされ、乱数値となる数値データ
を生成する乱数回路とを備え、
　前記乱数回路は、
　数値データを予め定められた手順により更新して出力する数値更新手段と、
　前記数値更新手段から出力された数値データを前記乱数値として取り込んで格納する乱
数値格納手段とを含み、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、
　前記乱数回路によって生成された乱数値を用いた所定の演算により決定用数値を設定す
る演算手段と、
　前記演算手段により設定された決定用数値に基づいて、前記制御用ＣＰＵにより所定の
決定を行う制御決定手段と、
　所定信号の入力に基づいて前記数値更新手段から出力された数値データが前記乱数値格
納手段に格納されたときに第１の値にされて新たな数値データの格納を制限する一方、前
記乱数値格納手段に格納された数値データが前記乱数値の読出タイミングにて前記制御用
ＣＰＵにより読み出されたときに第２の値にされて新たな数値データの格納を許可する所
定のデータと、
　前記所定の初期設定において前記不揮発性メモリの記憶内容が変更されたか否かを検査
するセキュリティチェックを実行するセキュリティチェック手段と、
　前記セキュリティチェック手段によるセキュリティチェックの実行時間を可変設定可能
なセキュリティ時間設定手段とを含む、
　ことを特徴とする遊技機。
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